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τ'hls chronology of comparative food culture has been prepared部 acontinuation of世間 previoustwo publications on世間 Taisyo= Meiji era 

and the Edo era of Japan.τ'he present chronology covers世間 period仕om血eJomon=Yayoi period which is considered to be almost the 

S田neperiod as Neolithic age to 1602， end of Azuchi=Momoyama er句血eyear before the establishment of Tokugawa shogunate.宮崎 authors

have compiled information on 476 chronological items from 245 sources， which include 222 published books and documents and 23 web 
pages and institutional electronic documents. In order to comp訂 echronology of food cultural phenomenon wi出Asiancountries excluding 

Japan，出eAmerican continent，世間 A企icancontinent and血eEur組組 continentexcluding Asia，出egeographical designation and time span 

of even臼 wehave evaluated槌 beingnoteworthy of being recorded訂 eincluded in this chronology.百leclassi.fication of food culture phe-

nomenon is identical to that of the previous papers. 
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はしがき

本研究ノートは、「比較食文化史年表に関する諸問題J

(2009) 1) および「比較食文化史年表の作成について(日

本:江戸期)J (2010) 2)の続報として、日本国内の縄文期

から安土桃山期までの食文化事象を記述した年表である。

したがって年表作成上の諸凡例については既報において記

述したことを原則的に踏襲したが、本研究ノート作成の途

上で種々の新しく考慮しなければならない事例が生じたの

で下記に補足する。
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Western Japan Food Culture Study Group， Doshisha University 

川 市 西日本食文化研究会、安田女子大学

Western Japan Food Culture Study Group， Yasuda Women's University 

* * * * 西日本食文化研究会、山口大学

Western Japan Food Culture Study Group， Faculty of Education， 

Y沼naguchiUniversity 

日付帯 西日本食文化研究会、東亜大学

Western Japan Food Culture Study Group， University ofEast Asia 
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* * * *川市 西日本食文化研究会

Western Japan Food Culture Study Group 

なお前稿同様、一般社団法日本家政学会食文化研究部会

の会員でないので共著者に併記できなかった古屋敷明美、

横山幸代の 2名も共同研究者であることを付記する。また、

先史時代の事象に関しては、有益なご助言いただいた大学

共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所

プロジ、エクト研究員中村大氏に深く感謝する。

1. i比較食文化史年表(以下、年表とする)Jで

取り扱う期間について

(1 )食文化史のスタート時点の定義

年表の完成時点において、日本だけではなく世界の他地

域において食文化史上いかなる発生事象が認められるかと

いう認識が不可欠である。したがって下記のような諸条件

について世界的な観点から整合性を求められる。

1 )食文化を成立させた人間とはホモサピエンスであるこ

と。すなわちホモサピエンス以前のネアンデルタール

人、北京原人さらに最近アフリカで発見されている原

人などの遺跡に関する事象は、文化現象として取り扱

うべきか否かについて定説が得られていないので年表

の対象外とした。

2)文化とは人間社会における慣習・規範を伴う社会の規

約であるという概念から、食文化の発生時点とは、食
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べ物の獲得が人聞社会の営みとして認識可能な先土器

新石器A期の草創期(約BC8300ころ) 3) を起源とする

と定義した。

この定義に準拠すれば、西アジアにおけるムギ、中国

におけるコメ、北;アメリカにおけるトウモロコシなど

三大大陸での農耕文明のスタートを.包含することが可

能である 4)。

(2)本研究ノートにおける時代区分

1 )年表が対象とした期間(縄文期~安土・桃山期)とは、

上記の年表スタート時点に準拠し縄文草創期 (BC約

11000年頃)から、徳川家康が江戸に幕府を開いた前

年、慶長7(1602)年までの期間とした。

2)縄文時代、弥生時代、古墳時代の考古学年代区分は、最

近の放射性炭素年代 (C14年代)を参考にだいたいの中

央値を用いることとし、縄文晩期、弥生早期については

時期区分による地域差を考慮し、時期の順番との整合性

を保つように、以下の右の欄にあげた年代を用いた。

縄文草創期 BC14∞0~9500 BC12000 

縄文早期 BC9500~55oo BC7500 

縄文前期 BC5500~ 3500 BC4500 

縄文中期 BC3500~2400 BC3000 

縄文後期 BC2400~ 1200 BC2000 

縄文晩期 BC12∞~5ω BC800 

弥生早期 BClOoo~800 BC700 

弥生前期 BC800~400 BC500 

弥生中期

弥生後期

古墳時代

BC400~AD50 

AD50~250 

AD250~600 

BC200 

AD100 

AD400 

(3)年衰の終了時点について

年表の事象採択の終了時点は2000年12月31日とした。

2.食文化事象採択の基準

前々報 1)において記述した採択基準、「その事象は現代

社会の食に強い影響を及ぼしているか」に準拠し、特に本

研究ノートにおいては初見事象の採択に重点をおいた。

3.年表における地域の地理学上の分類

年表においては、食文化事象の発生を下記の 3地域に分

けて分類する。

1 )日本:第二次世界大戦終了 (1945年)後の日本国領土。

2)アジア・アフリカ・オセアニア:

ユーラシア大陸においてはブルガリアとトルコとの国

境以東、カフカス山脈以南。

事例は少ないが、ミクロネシア、ポリネシアはオセア

ニアに含めた。

3)欧米:南北アメリカ大陸、ユーラシア大陸の上記アジ

アに含まれないいわゆるヨーロッパ地域ならびに旧ソ

ビエト連邦地域。

4.年表作成上の凡例

本研究ノートで新たに採用した諸凡例は下記のとおりで

ある。

1 )史料名は写本、刊本を問わず rj、条文、引用文、事

物名称、などは，Jで示した。

2)年表記述に際し参照した原典中に引用された文献を採択

した場合は、記述中に引用された文献を( )で示した。

例:記事，00鮮・.Jと記載(，養老賦役令J)。出

典『奈良朝食生活の研究j

3)先史時代において、それぞれの時代区分を( )内

に示した。

4)日本において、文字記録による年代と西暦との対応が

明確でない場合(概ねAD1世紀から5世紀末まで)は

元号を省略した。

5)南北朝時代については、南朝年号を記載し北朝年号は

( )で示した。

6)出典の記載は、全集、大系、シリーズなどの巻数を省

略し書名のみとした。

例: r新訂増補国史大系政事要略』吉川弘文館→『政

事要略』吉川弘文館

7)発掘木簡に記載された事項については、発掘場所を

( )で示した。

例: ，醤、鮒艦、鯛の記載。醤の初見J(，藤原宮跡出

土木簡J)

8)律令を出典とする記事に関しては現存する『養老律令』

を採用した。

9)出典の記録期間が長期にわたり、かっ事象の発生年代

が不明の場合は、その出典完成時を事象発生時点とし

た(例: r延喜式』延喜5 (905) ~延長 5 (927)の

場合927年)。

10)出典が日記のような時系列的な記録であって、年表の

対象期間に執筆が開始され対象期間外の江戸期に終了

している場合は、 9) の基準にも関わらず年表の採択

事象とし記録終了の時点を明記した。
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